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ア
イ
ヌ
の
人
び
と
の
居
住
地
を
コ
タ
ン
と
称
す
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
社
会
生
活
を
哲
な
む
上
で
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
単
位
の
消
長
と
変
遷
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
コ
タ
ン
そ
の
も
の
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
論
考
は
多
く
は
な
い
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
民
族
誌
の
中
の
一
部
門
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
て
いた。コタンの研究に歴史性を踏まえ、コタンの成因を分析する
こ
と
で
新
た
な
概
念
を
導
入
さ
れ
た
の
が
高
倉
新
一
郎
氏
で
あ
る
。
高
倉
氏
は
コ
タ
ン
を
日固有の生業に基づく自然発生的な「自然部落」
口徳川時代、和人の誘致や強制移転による海辺の「強制部落」
ロ明治以後の農業を基盤とした「保護部落」
（１）
以上に三分類された。氏はそれぞれの成因や特徴の分析に主眼
を注がれていたため、編年的には不明確な要素もあり、とくに日
ロは時間的な変化をとらえにくい面も多分にある。
法
政
史
学
節
三
十
号
は
じ
め
に
強
制
コ
タ
ン
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
ｌ
と
く
に
ア
ブ
蓼
・
コ
ニ
を
中
心
に
Ｉコ
タ
ン
研
究
の
現
状
は
き
わ
め
て
不
満
足
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
高
倉
氏
の分析は充分な検討を経ていない憾みはあるが、Ｈ口は近世アイ
ヌ
の
人
び
と
の
居
住
形
態
を
示
す
指
標
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
「
部
落
」
を
コ
ク
ン
と
読
み
か
え
て
用
い
た
。
本稿はアイヌ・コタンの諸形態を歴史の流れの中に位置づけ、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
含
す
る
も
の
を
ど
の
様
に
把
握
す
る
か
を
将
来
的
な
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ア
ブ
タ
と
い
う
一
地
域
に
目
を
据
え
、
そ
こ
と
そ
の
周
辺
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
最
も
古
い
記
録
に
ふ
え
る
「
お
こ
た
ら
へ
」
と
場
所
請
負
制
度
の
盛
行
期
に
当
該
地
に
あ
っ
た
「
ア
ブ
タ
」
と
を
対
比
す
る
こ
と
で
と
ら
え
、
加
え
て
崩
壊
直
前
の
ア
ブ
タ
・
コ
タ
ン
の
構
造
を
考
え
る
こ
と
を
当
面
の
作
業
課
題
と
す
る
。
一
近
世
コ
タ
ン
の
二
形
態
（２）
いうところの近世には、アイヌ・コタンは円自然コタンと口強
制
コ
タ
ン
と
が
併
存
し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
の
上
か
ら
承
る
と
、
本
来
的
な
コ
タ
ン
の
在
り
方
は
当
然
円
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
口
は
異
民
族
の圧迫を強くうけた形態であって、文化史的には異質なものであ
佐
々
木
利 七八
和
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る。これらのコタンについては前述のように高倉氏によって説
（３）
かれてはいるが、今一度整理を試みる。
㈹
自
然
コ
タ
ン
コタンの本来的・原初的な在り方である。規模は最上徳内のい
うように、「蝦夷地都て一村といふとも、家宅僅かに五、六軒、
ることもあったらしい。（４）
七、八戸。又に適に十軒位ある虚大村なり」と小さなものであ
り、その立地する所は「海のはた川筋」であり「トヵク海川筋一一
（５）
家居」していた。そしてより古くは冬季と夏季とで住居を異にす
（６）
また、採集漁猟という生業の形態から、獲物を求めての移住も
あったが、イオロ（漁猟域）の概念が定着していくとともにコタ
ンも定住化の方向に進む。コタンが営なまれる要件は飲料水が得
られること、魚貝類・食肉獣の捕獲が容易なこと、山菜果実の採
集がた易く褥耕が可能な場所を有することなどが求められた。こ
のような生業形態のコタンは「…其天然物ノ量〈目ラ限アルヲ以
（７）
テ生活上部落ノ大ナラサルヲ却テ便」としていた。
エ
カ
シ
・
イ
キ
リ
こうした小規模なコタンの成員は「多くは一つの家系により、
（８）
稀には数家系群によって」．占められている。一つの家系というの
エ
カ
シ
・
モ
ト
ニ
カ
ン
。
シ
ロ
シ
パ
セ
・
オ
ソ
カ
ミ
（９）
は「祖一工、祖印（家紋）、尊蝿尽神礼拝」が同一である父系の血縁
集団二族）で、それはコタンの原初的な在り方を示すが、後に
は地縁的な集団となっていく。
一コタン一家系という血縁集団では一族の長がそのままコタン
の長（コタン・コロ・クとであり司祭者であった。コタンが地
強制コタンの変遷と構造について（佐々木）
縁的に広がり、いくつかの家系から構成されるようになるとコク
ン・コロ・クルはさらに重要な存在となり、コタン内部の秩序維
持をはじめイオロの管理などの政治的な任務や他のコタンとの交
渉、交易など渉外的な任務も加わるようになる。
そして、血統的につながる数コタンの宗家としての勢力をもつ
ものや、いくつかの川筋にわたる大酋長としての力を有するもの
も現われる。
コクンを構成する家は家長（チセ・コロ・クル）夫婦とその未
婚の子女からなる単純家族が主たる形態で、結婚したものは新た
に家をなし、生産物の充足しうる範囲でコタンに止まりそれ以上
の数に達した時は、新たな土地にコタンを作っていった。
（皿）
こうした自然コタンは、大酋長の下に連合体をなすに止まり、
国家を作るに至らなかったのは生産手段が大人口を義なうには未
シ
ャ
モ
発達で、和人の政治的支配がアイヌ民族の頭上にあったためと高
（ｕ）
倉新一郎氏は述べている。
口
強
制
コ
タ
ン
このコタンは和人との接触の過裡で生じたきわめて異質な集落
である。その目的とするところはアイヌの人びとを漁場の労働力
として使役する一」とにあり、従って自然コタンとは戸数も立地条
件も大きく異なり、社会生活や信仰生活の上で異民族の干渉と抑
圧を大きく蒙っている。
高倉氏はこの強制コタンについて「血縁的には二つ以上の系統
が交わり、自然に発生した部落よりは複雑な形相をもち、彼らの
（皿）
血縁団体はその〕朋壊を早め」たと指摘されている。このコタンは
七
九
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概ね運上屋元（会所元）や番屋元におかれ、戸数にして数十、人
口
に
し
て
数
百
と
い
う
、
自
然
コ
タ
ン
を
見
な
れ
た
眼
に
は
異
様
に
大
き
な
集落の出現である。この様な大人数の糊口を満たすには、従来の
生業形態に依存できないのは当然であり、和人に提供した労力の
報酬によって生活の保証を得るようになり、アイヌの人びとの隷
（週）
属がここに決定的になっていく。
この種のコタンの発生は何時ごろか明らかではないが、商場知
行制の初期にはこうした形の萌芽があり、場所請負制度の確立に
伴
っ
て
、
東
西
両
蝦
夷
地
の
沿
岸
に
一
般
的
に
承
ら
れ
る
コ
タ
ン
と
な
る
。
運上屋元、番屋元に作られたということから交通の便が良く、生
産
物
の
集
積
・
出
荷
が
容
易
な
海
岸
に
そ
の
立
地
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
和
人
（Ｍ）
の都〈ロで場所が決められている。
強
制
コ
タ
ン
の
構
造
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
考
え
て
ふ
る
こ
と
に
し
たい。以上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
近
阯
の
ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン
に
は
二
つ
の
形
態
が
あるが、誤解してはならないのは、自然コタンから強制コタンヘ
の
変
化
は
発
展
的
な
移
行
で
は
な
く
、
か
か
る
大
規
模
コ
タ
ン
の
成
立
は
ア
イヌ文化の独自な発展にとって負の作用しか果たさない。場所請
負制という内地商業資本の侵入・強大化はアイヌの人びとの意志
と
は
別
に
、
固
有
文
化
の
推
盤
を
確
実
に
揺
さ
ぶ
り
、
崩
壊
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
強
制
コ
タ
ン
と
し
て
の
ア
プ
タ
の
変
遷
前節では近世コタンの二形態について略述してきた。ここでは
法
政
史
学
第
三
十
号
早い時期から海岸コタンとして開け、後に強制コタンとして著し
い
変
化
を
ふ
せ
た
ア
ブ
タ
・
コ
タ
ン
の
そ
の
変
化
の
過
程
を
た
ど
っ
て
承
る
こ
と
に
し
た
い
。
アブタ・コタンはアブタ場所の中心集落である。このアブタ場
所
は
現
在
の
北
海
道
胆
振
国
虻
田
郡
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
場
所
を
構
成
す
る
コタンは虻田町から豊浦町にかけての噴火湾岸に分布している。
（応）
文化六（一八○九）年『東蝦夷地各場所様子大概書付』によれ
ば
文
化
三
年
の
ア
ブ
タ
場
所
は
以
下
の
コ
タ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
た
（
図
打
ぶ
ん
げ
お
む
き
し
１
）
。
即
ち
、
西
か
ら
礼
文
華
川
沿
い
の
レ
ブ
ン
ゲ
、
小
鉾
岸
川
沿
い
の
オ
口
丑
」
ぺ
つ
・フヶシ、貫気別川沿いのベンベ（以上現豊浦町）、フレナイ川筋
のフレナイ、そしてアブタ川筋のアブタである（以上現虻田町）。
い
ず
れ
も
海
岸
に
面
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
レ
ブ
ン
ゲ
は
一
時
独
立
し
た
（旧）
場所となったことがあるし、アブタは文政五（一八二二）年以後
フ
レ
ナ
イ
の
地
に
移
さ
れ
た
。
この地域は南は噴火湾に面し、北、東、東南の後背部は小山塊
を
な
し
、
レ
ブ
ン
ゲ
、
オ
プ
ヶ
シ
間
、
オ
プ
ヶ
ズ
ベ
ン
ベ
間
は
山
が
海
岸
に
ま
で
せ
り
だ
し
た
難
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
山
塊
と
海
と
に
囲
ま
れた小平野は、比較的温暖な気候となっている。東側の山塊を越
と
う
や
う
す
えると洞爺湖があり、東南の山は有珠山に続く。西はオシャマン
ベ
場
所
と
シ
ッ
カ
リ
で
接
し
南
は
ウ
ス
場
所
に
接
す
る
。
ウ
ス
は
、
『
新
羅
之記録』によれば、慶長十八（一六二一一）年に善光寺如来堂の旧
（Ⅳ）
跡を再興した』口の記載があるから、かなり早くから開けていたこ
とが判る
。
日
寛
文
九
年
頃
の
ア
ブ
タ
周
辺
八
○
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アブタ賜川『強制コタンの変遷と構造について（佐女木）
ベンベ
凹
気
別
川
ｂ
、
洞爺湖
ロ』／捌跡
１１馴蜥脇‐
ノゾヶ齊勺、
Ｉ噴火
〆
命 の』打ロ
-－．--
図１ アブタ場所概念図
アブタを中心としたこれら地域にいつごろからアイヌの人びと
がコタンを営なんでいたかは勿論知られない。確実な資料として
は、「寛文九年蝦夷の乱」といわれるシャクシャインの蜂起当時
の記録を通じてである。即ち津軽藩士則田安右衛門の筆記『寛文
（旧）
拾年狄蜂起集書』をゑると、「松一別より下狄地迄所付」の七十番
目
か
ら一し
っ
か
り
是より山越うすへ出るふちの間五里斗
（軒）
一
れ
ふ
ん
け
家
二
間
斗
狄
有
り
つ
や
し
や
い
ん
持
分
一
へ
上
同
十
間
斗
小
川
狄
有
つ
や
し
や
い
ん
持
分
（澗）
一
お
こ
た
ら
へ
同
十
四
、
五
間
斗
間
狄
有
つやしやいん持分
此三ヶ虚酒井庄右衛門商場
（焔）
と記される。また『津軽一統士心』巻第十にも「松前より下狄地所
付
」
の
六
十
九
番
目
か
ら
一
へ
べ
小
川
有
家十軒
一
れ
ふ
ん
け
狄おとなツャシャイン持分
家
二
軒
〔おとなマシマ〕
一
し
っ
か
り
是
よ
り
山
越
う
す
へ
出
る
道
の
り
五
里
一
お
こ
た
ら
べ
ツ
ャ
シ
ャ
イ
ン
持
分
家十五軒
とほぼ同様に記載される。この両書は寛文十（一六七○）年に津
軽藩士が蝦夷地で調査したものの報告で、相似た性格の資料であ
る。地名の記載順が異なるが、これは『寛文拾年狄蜂起集書』の
チ
セ
記事が正しい。文中「家」とあるのはアイヌの人びとの家を指し
ており、「しっかり」を除く「れふんけ」三上」「おこたらへ」
がコタンであるこというまでもない。『津軽一統志』は別の所で
八
一
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（卯）
「くんぬいよりしふちやり迄の間、狄罷有候所の覚」として
「一、しっかり、一、ベミー、おこたらへ、｜、うす…」の地
名をあげ「何も少宛居所」としている。この「しっかり」は「れ
ふんけ」の誤記であろう。或いはまた「れふんけ」と同程度のコ
タンであった可能性もある。
「れふんけ」の戸数が二、「ベム」が十戸、「おこたらへ」が
十五戸というように記されているが、戸数の面からふると「れふ
んけ」「ベュ」は規模の大小はあるものの自然コタンの型を示し
ている。が、「お一」たらへ」はやや規模が大きい。しかし、この
時点ではアイヌの人びとに対する強制移住が行なわれたとは考え
にくい。自然コタンの大規模な型とゑておきたい。
この一一一コタンはいずれも「つやしやいん持分」とある。「うす」
の条には「家三拾間斗間狄有つやしやいん…浅利猪之丞商
場」とふえて「持分」が記されてはいないから「つやしやいん」
は「うす」のコタン・コロ・クルで兼ねて前記三コタンの大酋長
であった。引用文中「おとな」の語はこの大酋長を指している。
噴火湾岸のアイヌ民族はアブタからホロペッ＊その住人がウショ
（皿）
ロンクル（湾の者）と呼ばれているが、この時期ウショロンクル
はウスを境に東西に分かれていたらしい。
「つやしゃいん」という大酋長の下に連合していたこの地域も、
松前藩士の商場知行所としては「うす」と「おこたらへ」以西とに
一一分されていた。前者は浅利氏、後者は酒井氏の知行地である。
先に、自然コタンとしての「おこたらへ」はやや規模が大きい
という旨を述べた。「うす」の一一一十戸もこれはまた大きすぎる。
法
政
史
学
第
三
十
号
恐らく、この地には交易所がおかれていたため、戸数が漸増して
いったものと思われる。慶長のころに既に和人が入っていた「う
す」と同様に同じころから開けていたとすると「おこたらへ」の
戸数は急激な増え方を示してはいない。やがて強制コタンとして
大規模化する直前の姿を「おこたらへ」は有していたと考えられ
るのではなかろうか。
（犯）
この他「うす」と同規模のコタンがいくつか認められるが、い
ずれも後に大規模な強制コタンがおかれる所から、寛文九年前後
は自然コタンと強制コタンの過渡的な時期とゑていい・シャクシ
ャィンの蜂起の前後、アイヌ民族の対和人争闘が多発しているこ
となど、和人の側からの圧迫ははげしさを増していった。
□寛文以後のアブタ周辺
寛文九年段階でのこの地域のコタンは、元禄十三（一七○○）
（羽）
年の『松前島郷帳（一兀禄郷帳）』の「蝦夷居所」にふえるように
「…しっかり、ベんべ、おこたらへ、うす…」とレブンゲが抜け
た他は変化がない。新井白石の有名な『蝦夷志』（享保五つ七
一一○〉年）でも同様である。
（泌）
ところで一兀文元（一七一一一六）年の『飛弾屋蝦夷山請負関係文書』
中には「辨部、あふた」の記載がある。また同文書中の宝暦三
（鍋）
（一七五一一一）年には「臼、あぶた番所」の語が承』える。下って天
（妬）
明一元（一七八一）年の『松前志』では「レブンケ、オッフケッフ、
ヘベ、ホロナィ、オコタライ、アブタ」のコタン名をあげている
（ペ）
が、中でもオコタライとアブタを併記しているのが注目される。
（町）
同じく天明四（一七八四）年の『北藩紀略』によると「アフタ
八
一
一
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酒
井
伊
左
ヱ
門
小
名
ヱ
フ
ン
ヶ
、
ヲ
フ
ケ
シ
、
へ
、
」
と
四
．
タ
ン
名
を
（犯）
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
六
年
の
『
蝦
夷
拾
遺
』
で
は
コ
タ
ン
名
こ
そ
あ
げ
な
い
が
ア
ブ
タ
に
運
上
屋
が
一
戸
あ
る
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
至
っ
て
「
リ
ブ
ン
ゲ
ッ
プ
、
ヲ
フ
ヶ
シ
ベ
、
ヘ
ン
表
Ｉ
寛文九一一六六九一れふんけ
元禄五一一六九一一一一
十一一一二七○○｜
享保五一一七二○一
元文一一一七三六一
宝暦一一一一一七五一一一一
天
明
一
二
七
八
一
レ
プ
ン
ゲ
調一銭呵剋ヱフンヶ
寛政一一一一一七九一リブンゲップ
文化一一一一一八○六禮文下
文
政
五
二
八
一
一
一
一
レ
ブ
ン
ゲ
安
政
五
一
八
五
八
一
レ
プ
ン
ゲ
年
号
（
西
暦
）
｜
レ
ブ
ン
ゲ
｜
オ
プ
ヶ
シ
｜
ペ
ソ
ベ
｜
フ
レ
ナ
イ
｜
ア
ブ
タ
強
制
コ
タ
ン
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
（
佐
を
木
）
．
オ
ッ
フ
ケ
ッ
フ
ヲ
フ
ケ
シ
ヲ
フ
ケ
シ
ベ
ヲ
ッ
フ
ケ
シ
ヲ
フ
ケ
シ
ヲ
フ
ケ
シ 夕
べ
ん
ベ
ヘンヘ
辨
部
辨
部
べ
ん
べ
べんべ
ヘベヘ上 ｿﾞ、
上
ヘンペ ン
名鯛内
フ
レ
ナ
イ
（アブタ）
フ
レ
ナ
イ
（アプタ）
（ホロナイ）
フ
ウ
レ
ナ
ヰ
（豹）
ペ、フウレナヰ、アブタ」と五カ所のコタンが記される。これま
でを整理したのが表Ｉである。
おこたらへとアブタが、ほぼ同一地域に比定できるのは両者が
常にペンベとウスの間に記されることでも判るが、次節でこの間
お
こ
た
ら
へ
（ママ）
な
こ
た
ら
へ
お
こ
た
ら
へ
オ
コ
タ
ラ
ヘ
あ
ふ
た
あ
ふ
た
番
所
オ
コ
タ
ラ
イ
ア
フ
ク
ア
ブ
タ
阿
武
多
ア
フ
タ
運
上
屋
ア
フ
タ
こ
と
で
も
判
る
が
、
次
節
で
こ
の
問
題について考える。
レブンゲは寛文九年以降、お
よそ百年間記録されないが、コ
タン規模が小さかったために出
稼ぎなどで一時廃村化したのか
も
知
れ
な
い
し
、
オ
プ
ヶ
シ
は
天
明
元年まで、フレナイは寛政三年
ま
で
コ
タ
ン
の
存
在
は
記
さ
れ
な
い。ただ、天明元年時のポロナ
イがフレナイである可能性はあ
（卯）
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
古
地
図
を援用して表Ｉの年代間隔をさ
ら
に
詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
からもう少し具体的に考えられ
るはずである。
表
Ｉ
を
さ
ら
に
眺
め
る
と
、
コ
タ
ンの構成が
Ⅲ
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
蜂
起
以
前
②おこたらへがえフクに変わ
八
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る元文元年までの六七年間
③アブタ場所のコタン構成が固まる寛政三年までの五五年間
凹
寛
政
三
年
以
降
の
ア
ブ
タ
場
所
確
立
期
の四段階に分けて考えることができる。Ⅲ以前は自然コタンの時
期、Ⅲｌ側にかけては強制コタンヘの移行期、②以降が強制コタ
ンの時期といえる。そして図は商場知行制と場所請負制との境界
（皿）
をなす時期といっていい。
口
「
お
こ
た
ら
へ
」
と
「
ア
ブ
タ
」
『増補大日本地名辞書』は「…元禄郷帳にはアブタといはず、
オ
コ
タ
ラ
ヘ
と
い
ふ
。
即
知
る
。
オ
コ
タ
ラ
ヘ
一
変
し
て
ア
ブ
タ
と
為
り
、
再
変
し
て
フ
レ
ナ
イ
と
為
れ
る
左
。
其
間
の
沿
革
詳
な
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る。ここでは「其間の沿革」を考えてふようと思う。
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
ア
ブ
ク
・
コ
タ
ン
の
出
現
は
商
場
知
行
制
と
場
所
請
負
制
と
に
深
く
関
わ
っ
て
い
っ
た
。
「
お
こ
た
ら
こ
が
ア
ブ
タ
に
変
化
し
た
と
い
う
事
実
は
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
よ
く
説
明
し
て
い
る
と
思
わ
れる。酒井
氏
の
交
易
所
が
ま
だ
自
然
コ
タ
ン
の
形
態
を
と
ど
め
て
い
た
「
お
こ
たらへ」に置かれていたらしいことは既に述べた。そして寛文九
年の段階では自然コタンとしてはやや規模が大きく、戸数も漸増
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
交
易
の
規
模
が
拡
大
し
、
生
産
物
の
増
産
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
「
お
こ
た
ら
ご
程
度
の
規模のコタンでは需要を満たしきれない事態が出現する。『松前
志』にいう天明元年の「漁ユ」恥一九仏〕「アフタ」の併存はこうし
た事情を反映し新たにコクンが作られたことを物語る。
法
政
史
学
第
三
十
号
ア
イ
ヌ
語
系
地
名
の
研
究
で
は
第
一
人
者
で
あ
る
山
田
秀
三
氏
は
筆
者
に
（犯）
「おこたらへ」は「オコタヌンペ」の証一日であると教示された。
なるほど明確な地名解であって、これによって「おこたらへ」の
位置が比定できる。
オコタヌンペならば。‐丙・国ロー目‐巳の（川尻に。コタンの．ある
・所）と解釈することが可能である。アイヌ語の音変化の原則か
らいえば。‐岸・臼ロー目‐□のｌ↓・‐百日目ｇｏというように、↓ｒの
変
化
は
ま
ま
承
ら
れ
る
。
そ
の
形
か
ら
「
お
こ
た
ら
へ
」
と
い
う
靴
音
が
生
じることは充分に予想がつく。
そ
し
て
そ
の
変
化
を
裏
づ
け
る
根
拠
と
な
る
も
の
に
現
在
の
虻
田
町
に
オ
コ
タ
ヌ
ン
ペ
川
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
即
ち
室
蘭
本
線
と
うや駅から一・五キロメートル程南に下った所で、洞爺湖温泉へ
向う旧道の南側の小川がそれである（図２）。［現在もこの付近に
はトゥ・コタン合口☆・白目Ⅱ廃村）という地名が遣っている。永
田方正氏はこの川を説明して「トゥコタンという蓄村〈此川マデ
（羽）
ア
リ
シ
ト
」
と
い
い
、
こ
の
川
筋
に
コ
タ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ト
ゥ
コ
タ
ン
は
「
お
こ
た
ら
へ
」
の
跡
と
ふ
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
では、何故「おこたらへ」が廃村になったのであろうか。図２
で明らかなようにアブタ川の川口付近（現在は埋っている）は入
江になっていて、船懸りの条件の良さはオコタヌン．へ川口やプレ
（弧）
ナイ川口よりもはるかに秀れている。こうした懸り澗としてのア
ブタ川口の条件の良さに着目した和人によって、この地に運上屋
（交易所）が移された。場所請負制発生のころのことで、生産物
の増産とその積出す便の良さ故である。この地に本格的な強制．
八四
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強
制
コ
タ
ン
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
（
佐
女
木
）
、ノ⑨詠
鮴
鳫卜Ⅲｂ譜 夢
虻 田
謁
爺ｉ
蕊
(し澱 がへ 蕊（ドコ タン）、 、
Ｐ'
⑨
度 ／
ﾛ
）火
湾、
１
ボン
ポロシレト
２－型一割"同
八五
図２アプタ付近概念図
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タンが作られ、やがて「おこたらこが吸収される。同時にレブ
ソゲ・コタソが再び作られ、オプヶシにもコタソが作られる。元
文から宝暦にかけてのことと思われる。
この条件のいいアブタ川口のコタソも、文政五（一八一三）年
一月十五日におきた有珠山の山焼によって会所（運上屋）をはじ
め、アイヌの人びとの家屋は壊滅する。そのため会所をフレナィ
（鍋）
に移し、同時にアブク・コタンもフレナイ川筋に移された。その
結果ズフタ川筋にもトゥコタンの地名が遣る。
図２に示した①は「おこたらへ」②は「アブタ」③は「フレナ
ィ」である．この順序が先に引用した『増補大日本地鏑』でい
う「おこたらへ」から「アブタ」への変化を示している。
アブタ・コタソがフレナイ川筋に移されてからもその名称は残
り、フレナイ川筋にはアブタとフレナイの大規模コクンが併存す
るという、アイヌ文化を無視した事態が生じることになった。ま
たアブタ川口の懸り澗としての条件の良さはアブタ廃村後もこの
地で船積みの作業が行なわれたことからも理解されるであろう。
三アブタ・コタンの構造
アブタ・コクソの変遷についてみてきた。そして自然コタンと
強制コタソの相異なる点についてもみてきたとおりである。そう
した相違点をコタソ構造の上から分析する必要があるが、「琴」
たらこについては資料がない。また時代の推移に伴って変化を
とげた「おこたらへ」以後の「ズフタ」に関しても同様である。
ただ、幸なことに松浦竹四郎が安政五Ｃ八五八）年に調べた
法
政
史
学
第
三
十
号
（”）
『午年ウス・アブタ人別帳』は最末期の資料ではあるが、強制コ
タソの構造を考察する上で高い価値を持っている。この資料の分
析が急がれるのであるが、そうした作業の中間報告の形での紹介
を試みておこう。
アブタ・コタンはアブタ川口にあった。より詳しくはその左岸
に運上屋がおかれ、それを取囲む形でアイヌの人びとの家が軒を
連ねていた。文化一一一年当時会所（運上屋）には板蔵が一一棟、萱蔵
が一一一棟付属しており、他に和人家五軒、稲荷社、姪子社が一社ずポ
ロ
つある。アイヌの人びとの家は惣乙名、脇乙名などの役蝦夷の大
チ
セ家を一二－五戸ずつブロックをなして川筋や平地、丘陵部に広がっ
ていたものと思われる。東側の窓は神聖な１ものとされ、入口はそ
の反対側にあるから、多くの場合、家は同一方向をむいていた。
菅江真澄はその紀行の中で、アブタ・コタンを「…蝦夷の栖家は
八十斗もありといふが、浜辺、あろは林の中にも見え瑚尹・」と描
写している。
さて、アブタ場所全体の戸数、人口の推移をみてみよう。アブ
ク場所各コタソの動態が判る文化三年（「東西蝦夷地各場所様子大
概書」『新北海道史』第七巻による）と安政五年との比較である。
男
３
冊
八
六
正
一
一
一
五
四
一
五
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前表と同様の結果を得る。何故、女性人口が激減しているのか。
種々の理由を考えることはできよう。しかし、端的には和人のァ
（釣）
イヌ婦人に対する性的な関与があったためというべきであろう。
安政三年の『竹四郎廻浦日記』にはアブタ・コタンの戸数・人
口は六四戸、三一一一四人と記されている。この一一年間に引続きアブ
タ・コタンに居住している屯の四六戸、安政三年に居住していた
が五年にはいない屯の一九戸、安政三年にはいなくて五年に居住
している屯の一五戸というように流出入戸数が判る。
アブク・コクンの役蝦夷は惣乙名以下脇乙名、惣小使、並小使（伽）
二
名
の
五
名
で
、
こ
の
他
に
噴
火
湾
岸
の
場
所
独
得
の
役
名
と
し
て
レ
バ
（テ・○というのがあり、脇乙名兼一名、並小使兼一名、平アイ
ヌ二名の四名がおかれていた。
次
に
家
族
構
成
を
ゑ
て
ゑ
る
と
およそ五○年間で戸数にして二五戸、人口にして一一百人の減で
あるが、男が一割程度の減とほぼ横ばいであるのに対して女は約
半減（男の一一一・四倍の減）し、文化三年には女性人口が男性人口
を上まっていたのに対し安政五年では逆転している。同じ表をア
ブ
タ
・
コ
ク
ン
に
限
っ
て
作
成
し
て
承
よ
う
。
強
制
コ
タ
ン
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
（
佐
々
木
）
安
政
五
（一八五八）
文
化
三
二
八
○
六
）
年
戸
数
一
一
人
口
一
男
六一一一一一六一一一四九
六五
一一一三四一一五九
一七五 女一一一
という表を得る。平均家族数は四・三人。十人家族というのは四
十三才男と三十八才女の夫婦とその八人の子供たちで平アイヌで
ある。因糸に主な役蝦夷の家族構成は惣乙名が夫婦十子の八人家「
族。脇乙名は厄介二名を含む親夫婦十子夫婦十孫三人の計九人の
拡大家族であり家族構成でふる限り役蝦夷ゆえの特権はないらし
い。アブタ・コタソの家族構成のさまざまな形態のうち主なしのは
Ⅲ夫婦だけ六戸、②夫婦十子十四戸、③片親十子十戸、凹親
夫婦十子夫婦四戸、⑤親夫婦十子夫婦十孫三戸、⑥片親十子夫婦へ
二戸、、片親十子夫婦十孫五戸、⑧兄弟十夫婦十子六戸というこ
とになり単純家族か、その亜形態が約半数を占めるが、側⑤のよ
うに二世代の夫婦やそれに孫を加える同居、⑧のように戸主とそ
の兄弟の同居などという拡大家族は伝統的な家族形態ではなく、
強制コタソの特徴と承られる。⑧のうち母子家庭が六戸、うち二
戸が長男を除けば年少の弟妹の多い母子家庭である。
年令構成について触れる余裕がない。ただ妊孕可能な女性（十
五’五○才）は五十五人おり、うち独身者は二十二人である。十
五才以上の独身男子は五十九人であるからアブタ・コタンだけで
二戸数一
口
一一一一一四一五一六一七一八一九一十一一一六一
家族数一一人一
一一
備
考 一一一一一Ｐ’
十一一一一九一十一一六一十一一一一一一一一一一一一一六一
う
ち
女一
う
ち
兄
弟
一
う
ち
親
子
六
う
ち
夫
婦
六
八七
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きわめて雑なスケッチに終始した。その中で自然コタンと強制
コタンについて先ず考え、強制コタンの成立は商場知行制から場
所請負制に移行する時期とほぼ一致することを、「おこたらＣ
から「アブタ」へとコタンが移される事例の上から指摘した。そ
して安政五年におけるアブタ・コタンの構造は、家族形態の上
で、従来の習俗を無視したかのような複雑な形であることを再び
確認することができた。
しかし、アイヌ民族の史的研究に伴う資料上の制約は、ここで
も大きくうけ、加えて充分な現地調査を経ていないことなどから
本稿が初めに意図したこととは逸脱したような結果となった。し
かし、コタン研究は今後の大きな課題の一つであり、一面的な観
点からではあったが、本稿がそれに向けて筆者自身に小さな足跡
を適しえたと思う。
は男子の結婚要求を満たすことはできない。またアブタ・コクン
においてはおよそ五才以下の子は単にセカチ（男の子）、カナチ
（女の子）と記されるだけで命名されていない。ウス・コタンで
（ｕ）
は当才の子供にまで命名されているのとは好対照を示し、強制コ
タ
ン
の
末
期
に
あ
っ
て
、
和
人
の
圧
制
と
干
渉
と
に
若
し
承
な
が
ら
も
な
お、伝統的な習俗を遵守している例と承ることができる。
註（１） 法
政
史
学
第
三
十
号
お
わ
り
に
「アイヌ部落の変遷」『アイヌ研究』所収。昭和四十一・
十
一
北
大
生
協
。
〆、〆へ〆■、〆へ
１５１４１３１２
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（９）
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（８） 〆、６
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／■、
５
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グー、〆■、
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北海道の近世をどう把握するかは議論の別れる所であり
Ｓ松前藩と松前』第四号参照）、またアイヌ民族の歴史
を
考
え
る
上
で
近
世
と
い
う
区
分
が
必
要
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
てこよう。ここでは日本史の時代区分にいう近世の意で
用いた。
高倉前掲「アイヌ部落の変遷」一三○’一五一頁。
最上徳内『蝦夷国風俗人情之沙汰』凡例。『日本庶民史
料集成』第四巻所収。一九六九・六一一二書房。
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快風
丸蝦
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書』
北海
道郷
土研
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五一
九五
九
十
一
同
研
究
会
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拙稿「樺太風俗図について」『ＭＵＳＥＵＭ」第二八九
号
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九
七
五
。
四
束
京
国
立
博
物
館
。
『
北
海
道
旧
土
人
』
北
海
道
庁
。
泉靖言沙流アイヌの地縁集団におけるＩＷＯＲ」『民族
学研究』十六１３．４一九五一・三日本民族学協会。
久保寺逸彦「沙流アイヌの祖霊祭祀」『民族学研究』十
六
１
３
．
４
・
海
保
嶺
夫
氏
は
こ
う
し
た
段
階
を
国
家
形
成
へ
の
過
渡
的
段
階
と
とらえ、国家的性格を持った権力体系が成立していたと
象
て
い
る
ｓ
北
方
史
の
論
理
』
七
八
頁
。
’
九
七
四
・
十
一
雄
山閣）。
高倉新一郎『新版アイヌ政策史』五四’五五頁一九七
二
・
四
三
一
書
一
房
。
前掲「アイヌ部落の変遷」一四六頁’
前掲『新版アイヌ政策史』七八’七九頁。
前掲「アイヌ部落の変遷」一四二頁。
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史
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六
九
・
四
北
海
道
。
（
超
）
白
山
友
正
『
蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究
』
中
三
八
頁
北
海
道
経
済
研
究
所
。
（
Ⅳ
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
所
収
五
二
頁
。
（
旧
）
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
四
巻
所
収
六
七
三
頁
。
（
四
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
一
七
六
頁
所
収
。
（
加
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
一
四
二
頁
。
（
、
）
上
原
熊
次
郎
『
蝦
夷
地
名
考
井
里
程
記
』
に
よ
る
。
（
皿
）
註
坦
、
四
引
用
醤
に
よ
る
。
（
羽
）
『
続
々
群
書
類
従
』
第
九
三
二
四
頁
所
収
。
（型）『新北海道史』第七巻二一一一九頁。
（
躯
）
『
新
北
海
道
史
』
第
七
巻
二
四
九
頁
。
（
秘
）
大
友
喜
作
編
『
北
門
鍍
書
』
所
収
。
（
、
）
註
嘔
引
用
書
に
よ
る
。
（犯）『北門艘雷』所収。
（
”
）
菅
江
真
澄
『
蝦
夷
廼
天
夫
利
』
『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
二
巻
所
収
一
九
七
一
・
十
一
未
来
社
。
（
卯
）
フ
レ
ナ
イ
川
の
や
や
北
に
ポ
ロ
ナ
イ
川
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
コ
タ
ン
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
ポ
ロ
ナ
イ
は
己
・
目
白
巳
（
大
・
川
）
で
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の
中
で
の
大
き
な
川
と
い
う
意
で
あ
る
。
従
っ
て
現
在
の
虻
田
市
街
を
流
れ
る
川
の
中
で
は
フ
レ
ナ
イ
川
が
最
大
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
フ
レ
ナ
イ
川
を
指
し
て
ポ
ロ
ナ
イ
と
呼
ん
だ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
皿
）
海
保
氏
の
「
蝦
夷
地
の
近
世
史
と
時
代
区
分
」
に
い
う
第
三
段
階
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
ｓ
北
方
史
の
論
理
』
所
収
）
。
お
か
た
ら
（
犯
）
オ
コ
タ
ー
フ
ペ
は
青
森
県
東
津
軽
郡
今
別
町
に
も
あ
り
、
大
川
平
と
強
制
コ
タ
ン
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
（
佐
々
木
）
い
う
地
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
語
源
は
同
じ
で
あ
る
。
（
鋼
）
永
田
方
正
『
北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
』
一
七
二
頁
。
一
九
二
七
・
十
一
北
海
道
連
合
教
育
会
。
（
型
）
『
東
夷
周
覧
』
に
「
会
所
前
は
弁
財
船
の
掛
り
場
よ
し
」
ま
た
『
蝦
夷
紀
行
』
に
「
此
所
浪
静
か
に
し
て
舟
着
よ
し
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
他
の
諸
書
に
も
み
ら
れ
る
。
（
鋼
）
『
有
珠
善
光
寺
役
僧
某
手
記
』
Ｓ
伊
達
町
史
』
四
九
四
頁
所
収
一
九四九・十二）。
（
妬
）
『
虻
田
町
史
』
は
「
お
こ
た
ら
へ
」
以
前
に
、
「
あ
ぶ
た
・
ぺ
つ
」
にコタンが存在していたが、寛文一一一（一六六三）年の有
珠
山
の
山
焼
で
失
な
わ
れ
、
寛
文
九
年
に
は
「
お
こ
た
ら
へ
」
に
コ
ク
ン
を
再
興
し
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
（
二
○
六
’
二
○
七
頁
）
。
「
あ
ぶ
た
・
ぺ
つ
」
そ
の
場
所
か
否
か
は
と
も
か
く
、
「
お
こ
た
ら
ご
以
前
に
コ
タ
ン
が
こ
の
地
域
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性はある。
（
師
）
午
年
正
月
改
と
あ
り
、
人
別
に
記
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
名
か
ら
安
政
五
年
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
男
女
別
・
年
令
な
ど
が
記
さ
れ
、
コ
タ
ン
の
構
造
を
考
え
る
好
個
の
資
料
と
い
え
る
。
（
犯
）
註
羽
引
用
書
（
”
）
松
浦
武
四
郎
の
『
近
世
蝦
夷
人
物
誌
』
は
こ
の
間
の
事
情
に
詳
し
い。
（仰）主としてオットセイ猟に従事する。これについては別に
考えたい。
（
似
）
註
師
引
用
書
に
よ
る
。
附
記
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
伊
藤
玄
三
、
菊
地
徹
夫
、
君
尹
彦
、
村
上
直
、
山
田
秀
三
の
諸
先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
い
た
だ
い
た。心からお礼申しあげる。
八
九
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